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成果報告にあたって 

超高齢社会を迎えた我が国では、加齢に伴う運動器の障害や脳卒中・脳変性疾患による運動麻痺等が

急増しており、これらを克服する有効なリハビリテーション（以下リハビリ）法の確立が急務である。そ

の鍵を握るのは、身体機能の変化に対する脳の適応メカニズムの解明である。我々の脳内には適切な運

動を実現するために多種感覚を統合し運動への仲立ちとなる“脳内身体表現”が存在し、これが損なわれ

ると、身体の動かし方がわからない、動かしていることがわからない、更には、そもそも身体が自分のも

のであることがわからない、等々の状況が生じる。このことは、脳卒中や認知症・パーキンソン病などの

脳疾患に伴う運動障害の背景に“脳内身体表現の異常”が潜んでいる可能性を強く示唆する。これらの病

態を改善・克服するためには「身体」を介した脳の適応機能の解明が必須であり、その意義は大きい。本

領域では、脳内身体表現を「姿勢・身体構造等を表す身体図式と、運動主体感や身体保持感で構成される

身体意識を総合したもの」と定義し、身体認知と運動制御を統一的に記述できる新しいモデルの構築を

目指す。更に脳内身体表現を構成する神経活動を直接、間接的に反映する生体信号を脳内身体表現マー

カーと定義する。「健全な脳内身体表現が適応的運動制御を可能にする」なる作業仮説に立脚した上記マ

ーカーの提案、脳内身体表現モデル化、リハビリ医学への応用が本領域の目的である。 

本領域では、身体認知（運動主体感や身体保持感）と運動制御（筋シナジー制御、先行性姿勢制御）の

観点から介入神経科学的手法を用いた実験をヒトおよびサルで展開し、脳内身体表現の神経機構ならび

にその変容過程の解明を試みた。同時に、脳内身体表現を構成する神経活動が表現する情報を脳情報復

号化技術で明らかにし、この生体信号を脳内身体表現マーカーとして抽出する方法を提案してきた。加

えて、運動学習や身体変容などに伴って動的に変化する脳内身体表現の slow dynamics の解明に取り組ん

だ。神経生理学的実験データ、リハビリテーション中の臨床データに基づき、脳内身体表現の活動(fast 

dynamics)と変容(slow dynamics)を各々時定数の異なる力学系としてモデル化することに取り組んだ（脳内

身体表現モデル）。結果として、障害により歩行がどう変容し、リハビリテーション等によりどう回復す

るかの数理モデル化が可能となった。また、脳内身体表現モデルと統合することで、感覚運動機能の最大

化に向けたリハビリ方針の策定を行うモデルベーストリハビリテーションを実践し、介入の帰結予測を

試みた。結果として、5 年間で、550 篇を超える学術論文（うち国際誌 389 篇）、400 件を超える国際会議

発表を行った。開始 2 年目以降には、着実に融合研究論文が出版されている。領域内での有機的連携の

成果として東大出版会より書籍 2 冊を出版し、新しい学問領域の創成に資した。若手研究者の会を組織

し、その育成に努め、多くの若手研究者のプロモートにつながった。 
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研究組織 

計画研究 

領域代表者 太田 順（東京大学 大学院工学系研究科・教授） 

 

（総括班）脳内身体表現の変容機構の理解と制御に関する総括研究 

研究代表者 太田 順（東京大学 大学院工学系研究科・教授） 

研究分担者 内藤 栄一（情報通信研究機構 脳情報通信融合研究センター・研究マネージャー） 

研究分担者 出江 紳一（東北大学 大学院医工学研究科 リハビリテーション医工学分野・教授） 

研究分担者 近藤 敏之（東京農工大学 大学院工学研究院・教授） 

研究協力者 今水 寛（東京大学 文学部・教授） 

研究協力者 関 和彦（国立精神・神経医療研究センター 神経研究所 モデル動物開発部・部長） 

研究協力者 高草木 薫（旭川医科大学 医学部・教授） 

研究協力者 淺間 一（東京大学 大学院工学系研究科・教授） 

研究協力者 芳賀 信彦（東京大学 大学院医学系研究科・教授） 

研究協力者 村田 哲（近畿大学 医学部・准教授） 

研究協力者 稲邑 哲也（国立情報学研究所 情報学プリンシプル研究系・准教授） 

研究協力者 花川 隆（国立精神・神経医療研究センター 脳病態統合イメージングセンター・部長） 

研究協力者 山下 淳（東京大学 大学院工学系研究科・准教授） 

研究協力者 岩村 吉晃（上野学園大学・非常勤講師, 東邦大学名誉教授） 

 

（国際活動支援班）脳内身体表現の変容機構の理解と制御 

研究代表者 太田 順（東京大学 大学院工学系研究科・教授） 

研究分担者 内藤 栄一（情報通信研究機構 脳情報通信融合研究センター・研究マネージャー） 

研究分担者 今水 寛（東京大学 文学部・教授） 

研究分担者 高草木 薫（旭川医科大学 医学部・教授） 

研究分担者 大木 紫（杏林大学 医学部・教授） 

研究分担者 近藤 敏之（東京農工大学 大学院工学研究院・教授） 

研究分担者 関 和彦（国立精神・神経医療研究センター 神経研究所 モデル動物開発部・部長） 

研究分担者 中陦 克己（岩手医科大学 医学部・教授） 

研究分担者 花川 隆（国立精神・神経医療研究センター 脳病態統合イメージングセンター・部長） 

研究分担者 出江 紳一（東北大学 大学院医工学研究科 リハビリテーション医工学分野・教授） 

研究分担者 井澤 淳（筑波大学 システム情報系・准教授） 

研究分担者 大脇 大（東北大学 電気通信研究所・助教） 

研究分担者 稲邑 哲也（国立情報学研究所 情報学プリンシプル研究系・准教授） 

 

（計画研究 A01-1）脳内身体表現の変容を促す神経機構 

研究代表者 今水 寛（東京大学 文学部・教授） 

研究協力者 村田 哲（近畿大学 医学部・准教授） 



研究分担者 大木 紫（杏林大学 医学部・教授） 

研究分担者 前田 貴記（慶應義塾大学 医学部・講師） 

研究協力者 渋谷 賢（杏林大学 医学部・助教） 

研究協力者 小川 健二（北海道大学 文学部・准教授） 

研究協力者 浅井 智久（NTT コミュニケーション科学基礎研究所・研究員） 

研究協力者 沖村 宰（慶応義塾大学 医学部・特任助教） 

研究協力者 山下 祐一（国立精神・神経医療研究センター 神経研究所・室長） 

研究協力者 繁桝 博昭（高知工科大学 情報学群・准教授） 

研究協力者 門田 浩（高知工科大学 総合研究所・准教授） 

研究協力者 山下 真寛（国際電気通信基礎技術研究所 認知機構研究所・研究員） 

研究協力者 蔡 暢（国際電気通信基礎技術研究所 認知機構研究所 認知神経科学研究室・研究員） 

研究協力者 大畑 龍（日本学術振興会・東京大学大学院人文社会系研究科・学振特別研究員） 

研究協力者 望月 圭（近畿大学医学部・助教） 

研究協力者 吉田 正俊（生理学研究所 認知行動発達研究部門・助教） 

 

（計画研究 A02-1）身体変化への脳適応機構の解明 

研究代表者 関 和彦（国立精神・神経医療研究センター 神経研究所 モデル動物開発部・部長） 

研究分担者 内藤 栄一（情報通信研究機構 脳情報通信融合研究センター・研究マネージャー） 

研究分担者 筧 慎治（東京都医学総合研究所 運動失調プロジェクト・プロジェクトリーダー） 

研究協力者 井上 謙一（京都大学 霊長類研究所・助教） 

研究協力者 荻原 直道（慶應義塾大学 理工学部・教授） 

研究協力者 梅田 達也（国立精神・神経医療研究センター 神経研究所 モデル動物開発研究部・室長） 

研究協力者 大屋 知徹（国立精神・神経医療研究センター 神経研究所 モデル動物開発研究部・室長） 

研究協力者 平島 雅也（情報通信研究機構 脳情報通信融合研究センター・主任研究員） 

研究協力者 池上 剛（情報通信研究機構 脳情報通信融合研究センター・研究員） 

研究協力者 廣瀬 智士（情報通信研究機構 脳情報通信融合研究センター・研究員） 

研究協力者 竹村 尚大（情報通信研究機構 脳情報通信融合研究センター・研究員） 

研究協力者 雨宮 薫（情報通信研究機構 脳情報通信融合研究センター・研究員） 

研究協力者 Ganesh Gowrishanker（CNRS・研究員） 

研究協力者 上原 信太郎（情報通信研究機構 脳情報通信融合研究センター・特別研究員） 

研究協力者 閔 庚甫（東京都医学総合研究所 運動失調プロジェクト・研究員） 

研究協力者 李 鍾昊（東京都医学総合研究所 運動失調プロジェクト・研究員） 

研究協力者 石川 享宏（東京都医学総合研究所 運動失調プロジェクト・研究員） 

研究協力者 本多 武尊（東京都医学総合研究所 運動失調プロジェクト・研究員） 

研究協力者 服部 憲明（大阪大学国際医工情報センター 臨床神経医工学寄附研究部門・准教授） 

研究協力者 三苫 博（東京医科大学 医学教育学講座・教授） 

 

 



（計画研究 A02-2）姿勢―歩行戦略の変更に伴う脳適応機能の解明 

研究代表者 高草木 薫（旭川医科大学 医学部・教授） 

研究分担者 中陦 克己（岩手医科大学 医学部・教授） 

研究協力者 船越 洋（旭川医科大学 医学部・教授） 

研究協力者 杉内 友理子（東京医科歯科大学 医学部・准教授） 

研究協力者 日暮 泰男（山口大学 共同獣医学部・助教） 

研究協力者 大田 哲生（旭川医科大学 リハビリテーション部・教授） 

研究協力者 小原 和宏（旭川医科大学 脳機能医工学研究センター・助教） 

研究協力者 高橋 未来（旭川医科大学 脳機能医工学研究センター・客員助教） 

研究協力者 松本 成史（旭川医科大学 脳機能医工学研究センター・講師） 

 

（計画研究 B01-1）脳内身体表現のスローダイナミクスモデル 

研究代表者 淺間 一（東京大学 大学院工学系研究科・教授） 

研究分担者 近藤 敏之（東京農工大学 大学院工学研究院・教授） 

研究分担者 田中 宏和（北陸先端科学技術大学院大学 情報科学研究科・准教授） 

研究分担者 矢野 史朗（東京農工大学 大学院工学研究院・助教） 

研究分担者 井澤 淳（筑波大学 システム情報系・准教授） 

研究協力者 山下 淳（東京大学 工学系研究科・准教授） 

研究協力者 矢野 雅文（東北大学 電気通信研究所・名誉教授） 

研究協力者 安 琪（東京大学 大学院工学系研究科・特任助教） 

研究協力者 温 文（東京大学 大学院工学系研究科・特任准教授） 

 

（計画研究 B02-1）脳内身体表現を変容させる運動制御モデル 

研究代表者 太田 順（東京大学 大学院工学系研究科・教授） 

研究分担者 青井 伸也（京都大学 大学院工学研究科・講師） 

研究分担者 千葉 龍介（旭川医科大学 医学部・准教授） 

研究協力者 緒方 大樹（東京工業大学・准教授） 

研究協力者 柳原 大（東京大学 大学院総合文化研究科・准教授） 

研究協力者 土屋 和雄（京都大学 大学院工学研究科・名誉教授） 

研究協力者 青柳 富誌生（京都大学 大学院情報学研究科・名誉教授） 

研究協力者 藤木 聡一朗（東京大学 大学院総合文化研究科・助教） 

研究協力者 白藤 翔平（東京大学 人工物工学研究センター・特任研究員） 

研究協力者 余 永（鹿児島大学 工学部・教授） 

研究協力者 辻内 伸好（同志社大学 理工学部・教授） 

 

（計画研究 C01-1）脳内身体表現の変容を用いたニューロリハビリテーション 

研究代表者 出江 紳一（東北大学 大学院医工学研究科 リハビリテーション医工学分野・教授） 

研究協力者 稲邑 哲也（国立情報学研究所 情報学プリンシプル研究系・准教授） 



研究協力者 田中 尚文（帝京大学ちば総合医療センターリハビリテーション科・教授） 

研究協力者 大内田 裕（大阪教育大学・准教授） 

研究協力者 松宮 一道（東北大学 電気通信研究所 ブレインウェア研究開発施設・教授） 

研究協力者 阿部 浩明（広南病院 兼 東北大学大学院肢体不自由学分野・非常勤講師） 

研究協力者 関口 雄介（東北大学病院 兼 東北大学大学院肢体不自由学分野・非常勤講師） 

研究協力者 綾木 雅彦（慶應義塾大学医学部眼科学教室・特任准教授） 

研究協力者 林部 充宏（東北大学 大学院工学研究科・教授） 

 

（計画研究 C02-1）感覚入力への介入を用いた姿勢・歩行リハビリテーション 

研究代表者 芳賀 信彦（東京大学 大学院医学系研究科・教授） 

研究協力者 花川 隆（国立精神・神経医療研究センター 脳病態統合イメージングセンター・部長） 

研究分担者 横井 浩史（電気通信大学 情報理工学研究科・教授） 

研究分担者 大脇 大（東北大学 電気通信研究所・助教） 

研究協力者 石黒 章夫（東北大学 電気通信研究所・教授） 

研究協力者 四津 有人（茨城県立医療大学 医科学センター・准教授） 

研究協力者 杉 正夫（電気通信大学 情報理工学研究科・准教授） 

研究協力者 北 佳保里（千葉大学 フロンティア医工学センター・助教） 

研究協力者 古屋 晋一（上智大学 理工学部 情報理工学科・准教授） 

研究協力者 上原 一将（国立精神・神経医療研究センター 脳病態統合イメージングセンター・研究員） 

 

公募研究（平成 27〜28 年度） 

（公募研究 A03-1）ハイブリッド技術とリアルタイム処理による機能ダイナミクスの解明 

研究代表者 鎌田 恭輔（旭川医科大学 医学部・教授） 

 

（公募研究 A03-2）脳波を用いた手首運動に係る脳内身体表現の学理とその可視化 

研究代表者 吉村 奈津江（東京工業大学 精密工学研究所・准教授） 

研究協力者 神原 裕行（東京工業大学 精密工学研究所・助教） 

 

（公募研究 A03-3）慢性ドーパミン欠乏による大脳基底核の脳内身体表現変容とその制御 

  研究代表者 中村 公一（京都大学 大学院医学系研究科・助教） 

 

（公募研究 A03-4）ヒト脳内身体表現の直接記録・刺激介入を用いた神経機構と変容の解明 

研究代表者 松本 理器（京都大学 大学院医学系研究科・准教授） 

研究協力者 池田 昭夫（京都大学 大学院医学系研究科・教授） 

研究協力者 國枝 武治（愛媛大学 大学院医学系研究科・教授） 

研究協力者 松橋 眞生（京都大学 学際融合教育研究推進センター・准教授） 

研究協力者 下竹 昭寛（京都大学 大学院医学系研究科・助教） 

研究協力者 井内 盛遠（京都大学 大学院医学系研究科・助教） 



研究協力者 吉田 和道（京都大学大学院医学研究科脳神経外科学・講師） 

 

（公募研究 A03-5）感覚神経損傷による脳内身体表現の変容動態の可視化と制御 

研究代表者 宮田 麻理子（東京女子医科大学 医学部・教授） 

研究協力者 尾崎 弘展（東京女子医科大学 医学部・助教） 

研究協力者 植田禎史（東京女子医科大学 医学部・助教） 

研究協力者 三好悟一（東京女子医科大学 医学部・助教） 

 

（公募研究 A03-6）サル半側空間無視モデルにおける身体と空間 

研究代表者 吉田 正俊（生理学研究所 認知行動発達研究部門・助教） 

研究協力者 福永 雅喜（生理学研究所 心理生理学研究部門・准教授） 

 

（公募研究 A03-7）脳卒中後の把握機能回復をもたらす脳内身体表現の変化：サルモデルによる解明 

研究代表者 村田 弓（産業技術総合研究所 人間情報研究部門・研究員） 

研究協力者 上野 友之（筑波大学 医学医療系・病院講師） 

研究協力者 山本 竜也（つくば国際大学 医療保健学部・助教） 

研究協力者 林 拓也（理化学研究所 ライフサイエンス技術基盤研究センター・ユニットリーダー） 

研究協力者 肥後 範行（産業技術総合研究所 人間情報研究部門・主任研究員） 

 

（公募研究 B03-1）疾患動物の運動機能回復の計測・解析に基づくシナジーの構成機序の解明 

研究代表者 舩戸 徹郎（電気通信大学 情報理工学研究科・助教） 

 

（公募研究 B03-2）駆動関節を有する人工肢の運動学習過程における身体表現変容因子の同定 

研究代表者 長谷川 泰久（名古屋大学 大学院工学研究科・教授） 

 

（公募研究 B03-3）筋骨格ヒューマノイドを用いた脳型身体表現モデルの構成論的研究 

研究代表者 細田 耕（大阪大学 大学院基礎工学研究科・教授） 

研究協力者 津田 一郎（北海道大学 電子科学研究所・教授） 

研究協力者 久保 英夫（北海道大学 理学研究科・教授） 

研究協力者 池本 周平（大阪大学 基礎工学研究科・助教） 

 

（公募研究 B03-4）ベイズ潜在木構造生成過程による脳内身体表現スローダイナミクスモデル 

研究代表者 谷口 忠大（立命館大学 情報理工学部・准教授） 

研究協力者 萩原 良信（立命館大学 情報理工学部・助教） 

 

（公募研究 C03-1）神経修飾法による新しい運動障害治療の開発 

研究代表者 濱田 雅（東京大学 医学部附属病院・助教） 

 



（公募研究 C03-2）動作推定と機能的電気刺激に基づく筋協調制御能力獲得型ダイレクトリハビリテーシ

ョン 

研究代表者 島 圭介（横浜国立大学 大学院工学研究院・准教授） 

研究協力者 島谷 康司（県立広島大学 保健福祉学部・教授） 

研究協力者 中野 英樹（京都橘大学 健康科学部 理学療法学科・助教） 

研究協力者 田坂 厚志（大阪保健医療大学 保健医療学部 リハビリテーション学科・准教授） 

 

（公募研究 C03-3）新しいバランス機能評価システムの開発 

研究代表者 向野 雅彦（藤田保健衛生大学 医学部・講師） 

研究協力者 松田 文浩（藤田保健衛生大学 医療科学部・助教） 

 

（公募研究 C03-4）身体失認・失行症における身体性変容の解明とニューロリハビリテーション法の開発 

研究代表者 森岡 周（畿央大学 健康科学部・教授） 

研究協力者 嶋田 総太郎（明治大学 理工学部・教授） 

研究協力者 松尾 篤（畿央大学 健康科学部・教授） 

研究協力者 冷水 誠（畿央大学 健康科学部・准教授） 

研究協力者 岡田 洋平（畿央大学 健康科学部・助教） 

研究協力者 前岡 浩（畿央大学 健康科学部・助教） 

研究協力者 信迫 悟志（畿央大学 ニューロリハビリテーション研究センター・助教） 

研究協力者 大住 倫弘（畿央大学 ニューロリハビリテーション研究センター・助教） 

 

公募研究（平成 29〜30 年度） 

（公募研究 A03-1）リアルタイムフィードバックとハイブリッド機能解析による脳機能ダイナミズムの可

視化 

研究代表者 鎌田 恭輔（旭川医科大学 医学部・教授） 

研究協力者 竹内 文也（旭川医科大学 教育推進センター・准教授） 

研究協力者 福山 秀正（旭川医科大学 脳神経外科・医員） 

 

（公募研究 A03-2）眼球・頭部運動系における座標系と機能的シナジーの中枢神経基盤 

研究代表者 杉内 友理子（東京医科歯科大学 医学部・准教授） 

研究協力者 筧 慎治（東京都医学総合研究所 運動失調プロジェクト・プロジェクトリーダー） 

 

（公募研究 A03-3）筋肉協調運動の脳内身体表現学理と脳波を用いた可視化によるリハビリ支援技術の開発 

研究代表者 吉村 奈津江（東京工業大学 科学技術創成研究院・准教授） 

研究協力者 神原 裕行（東京工業大学科 学技術創成研究院・助教） 

研究協力者 緒方 洋輔（東京工業大学 科学技術創成研究院・特任助教） 

研究協力者 山下 宙人（国際電気通信基礎技術研究所 脳情報解析研究所・室長） 

 



（公募研究 A03-4）ヒト前頭・頭頂葉内の脳内身体表現：皮質脳波解読と刺激・豹変研究による包括的研究 

研究代表者 松本 理器（京都大学 大学院医学系研究科・准教授） 

研究協力者 池田 昭夫（京都大学 大学院医学系研究科・教授） 

研究協力者 國枝 武治（愛媛大学 大学院医学系研究科・教授） 

研究協力者 吉田 和道（京都大学大学院医学研究科脳神経外科学・講師） 

研究協力者 松橋 眞生（京都大学 学際融合教育研究推進センター・准教授） 

研究協力者 下竹 昭寛（京都大学 大学院医学系研究科・助教） 

 

（公募研究 A03-5）大脳皮質における触覚―痛覚相互作用の解明と痛覚制御 

研究代表者 尾崎 弘展（東京女子医科大学 医学部・助教） 

研究協力者 宮田 麻理子（東京女子医科大学 医学部・教授） 

研究協力者 植田禎史（東京女子医科大学 医学部・助教） 

 

（公募研究 A03-6）サル脳内梗塞モデルを用いた身体表現適応機構の解明 

研究代表者 肥後 範行（産業技術総合研究所 人間情報研究部門・主任研究員） 

研究協力者 村田 弓（産業技術総合研究所 人間情報研究部門・研究員） 

研究協力者 山田 亨（産業技術総合研究所 人間情報研究部門・主任研究員） 

研究協力者 山本 竜也（つくば国際大学 医療保健学部・助教） 

研究協力者 井澤 淳（筑波大学 システム情報系・准教授） 

 

（公募研究 B03-1）神経疾患と運動機能回復に関わる筋シナジーの構成機序の解明 

研究代表者 舩戸 徹郎（電気通信大学 情報理工学研究科・准教授） 

 

（公募研究 B03-2）駆動関節を有する人工肢の身体化過程における身体表現変容因子の同定 

研究代表者 長谷川 泰久（名古屋大学 大学院工学研究科・教授） 

 

（公募研究 B03-3）筋骨格ヒューマノイドを用いたファースト・スローダイナミクスの創発モデル 

研究代表者 細田 耕（大阪大学 大学院基礎工学研究科・教授） 

研究協力者 津田 一郎（北海道大学 電子科学研究所・教授） 

研究協力者 久保 英夫（北海道大学 理学研究科・教授） 

研究協力者 池本 周平（大阪大学 基礎工学研究科・助教） 

 

（公募研究 B03-4）疑似制約による上肢機能の変容・適応過程の解明 

研究代表者 宮田 なつき（産業技術総合研究所・主任研究員） 

研究協力者 藤田 浩二（東京医科歯科大学大学院・助教） 

研究協力者 前田 雄介（横浜国立大学大学院工学研究院・准教授） 

 

 



（公募研究 C03-1）脳内身体表現における，認知的側面と，運動制御的側面の関係解明 

研究代表者 四津 有人（茨城県立医療大学 医科学センター・准教授） 

研究協力者 濱田 雅（東京大学 医学部附属病院・助教） 

研究協力者 川野 道宏（茨城県立医療大学 看護学科・准教授） 

 

（公募研究 C03-2）筋協調制御型ダイレクトリハビリテーションによるスキル訓練と身体／脳機能変容の

解析 

研究代表者 島 圭介（横浜国立大学 大学院工学研究院・准教授） 

研究協力者 島谷 康司（県立広島大学 保健福祉学部・教授） 

研究協力者 中野 英樹（京都橘大学 健康科学部 理学療法学科・助教） 

研究協力者 田坂 厚志（大阪保健医療大学 保健医療学部 リハビリテーション学科・准教授） 

 

（公募研究 C03-3）複合現実による自己運動錯覚誘導と脳機能的結合に関する研究 

研究代表者 金子 文成（慶應義塾大学 医学部・准教授） 

研究協力者 浅井 義之（山口大学大学院 医学系研究科・教授） 

研究協力者 柴田 恵理子（札幌医科大学 保健医療学部・博士研究員） 

 

（公募研究 C03-4）包括的なバランス機能障害評価および介入効果のモニタリングシステムの開発 

研究代表者 向野 雅彦（藤田保健衛生大学 医学部・講師） 

研究協力者 松田 文浩（藤田保健衛生大学 医療科学部・助教） 

 

（公募研究 C03-5）脳卒中患者の運動主体感を高めるハイブリッド型ニューロリハビリテーションの効果

検証 

研究代表者 森岡 周（畿央大学 健康科学部・教授） 

研究協力者 嶋田 総太郎（明治大学 理工学部・教授） 

研究協力者 信迫 悟志（畿央大学 ニューロリハビリテーション研究センター・助教） 

研究協力者 大住 倫弘（畿央大学 ニューロリハビリテーション研究センター・助教） 

 

交付決定額（配分額） 

 合計 直接経費 間接経費 

平成２６年度 269,880,000 円 207,600,000 円 62,280,000 円 

平成２７年度 303,550,000 円 233,500,000 円 70,050,000 円 

平成２８年度 303,290,000 円 233,300,000 円 69,990,000 円 

平成２９年度 288,600,000 円 222,000,000 円 66,600,000 円 

平成３０年度 277,160,000 円 213,200,000 円 63,960,000 円 

令和元年度 3,900,000 円 3,000,000 円 900,000 円 

総計 1,446,380,000 円 1,112,600,000 円 333,780,000 円 
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502. 山口なつき、石橋秀昭、小川博司、広島 覚、鎌田恭輔, 内側側頭葉てんかんの術後に遷延性の de novo 

psychosis を呈した 3 症例, 第 39 回 日本てんかん外科学会, 仙台, 2016 

503. 今水 寛, 内部モデルと身体意識, 第 4 回身体性システム講演会・第 11 回 EMP セミナーシリーズ 「拡

張する身体性とその脳内表現」, 筑波大学, 2016 

504. 出江紳一, 医工連携活性化のために, 2015 年度研究者教養セミナー, 東海大学, 2016 

505. 四津，芳賀，中原, 処女歩行の歩行分析, 第 52 回日本リハビリテーション医学会学術集会, 新潟市朱

鷺メッセ, 2015 

506. 高草木 薫: 大脳基底核と運動制御機構について パーキンソン病 QOL 懇話会 2015, 02 25, 広島（特

別講演） 

507. 高草木 薫: 睡眠と睡眠障害 第 8 回札樽病院リハビリテーション研修会 2015, 5, 20 札幌（小樽）（講

師） 

508. 高草木 薫: 運動制御の神経生理学（脳性まひの病態と治療 update）第 57 回日本小児神経学会 2015, 

05 28-30, 大阪（招待シンポジスト） 

509. 高草木 薫: 姿勢と歩行の神経科学（大会記念シンポジウム；歩行のメカニズムとその障害）第 50 回

日本理学療法士学術大会 2015, 06 5-7, 東京（特別講演；特別表彰） 

510. 高草木 薫: 脳機能と運動機能の再建 青洲会病院リハビリテーション研修会 2015 07, 2, 福岡（講師） 



511. Takakusaki K.: Pre- and post-synaptic inhibitory mechanisms acting on lumber spinal segments during 

medullary-induced muscular atonia in decerebrate cats 第 38 回 日本神経科学学会 Neuroscience 2015，

2015 07 27-30, 神戸 

512. 高草木 薫: 意識と意識障害 第 9 回札樽病院リハビリテーション研修会 2015, 8, 21 札幌（小樽）（講

師） 

513. 高草木 薫: 大脳基底核と運動制御 九州・山口機能神経外科カンファレンス 2015 08 22 福岡（特別

講演） 

514. 高草木 薫: 網様体脊髄路-脊髄介在ニューロン系によるシナプス前抑制 第 95 回 北海道医学大会生

理系分科会，2015 09 6，札幌 

515. 高草木 薫: 姿勢制御と歩行の神経機構他 クオラリハビリテーション病院脳生理研修会 2015, 10, 24 

鹿児島（講師） 

516. 高草木 薫: 運動制御の基礎知識他 森ノ宮病院リハビリテーション研修会 2015, 11, 2. 大阪（講師） 

517. 高草木 薫: 運動麻痺，不随意運動と運動失調他 平成 27 年度 大阪理学療法士会研修会 2015, 11, 3. 

大阪（講師） 

518. 高草木 薫: パーキンソン病の姿勢と歩行 瀬川昌也一周忌追悼記念講演会 2015, 12, 6 東京（特別講

演） 

519. 高草木 薫: ロボットリハビリテーションの神経生理学的メカニズム AMED 難治性疾患実用化研究

事業 第 1 回 班員会議，一般市民向け公開報告会 2016, 1, 23. 東京（報告） 

520. 高草木 薫: 神経系の進化と姿勢‐歩行の制御 第 2 回通研プロジェクト研究会「科学の客観性と人間

性との調和を目指す科学教育の在り方と実施方法」－現代科学の問題点と人類の未来のために― 

2015, 2 1-2. 仙台（講演） 

521. 高草木 薫: 大脳基底核による運動の制御 Happy face seminar in 仙台．2016, 2, 3, 仙台（特別講演） 

522. 高草木 薫: 大脳基底核と運動機能の調節 神奈川神経内科学セミナー 2016, 3, 1, 横浜（特別講演） 

523. 高草木 薫: 姿勢と歩行の神経科学 日本生理学学会大会 2015, 3, 22-24, 札幌（モデル講義） 

524. 高草木 薫: 認知症の心と身体 旭川青年大学 2015, 03 25, 旭川（講師） 

525. 淺間 一：”ロボット・イノベーション〜2020 年へ向けた展望と課題〜”，日経 BP 講演会，東京，4 月

(2015). 

526. 淺間 一：”RT イノベーション”，総務省人工知能・ロボットアドホック会合，東京，5 月(2015). 

527. 淺間 一：”社会的問題解決と新たな価値創造のためのサービスロボティクス”，NEC 中央研究所講演

会，川崎，6 月(2015). 

528. 淺間 一：”サービスロボティクスにおけるモーションキャプチャ利用”，NAC 3D セミナー，東京，7

月(2015). 

529. 淺間 一：”ロボット技術における今後の動向と最新技術について”，平成 27 年度旭川機械金属工業振

興会特別講演会，旭川，10 月(2015). 

530. 淺間 一：”ロボット技術の研究開発と実用化・事業化に向けての課題”，科学技術振興機構研究開発

戦略センター科学技術未来戦略ワークショップ 「ナノ・IT・メカ統合によるスマート小型ロボット

基盤技術」，東京，12 月(2015). 

531. 淺間 一：”サービスロボティクス”，早稲田大学次世代ロボット研究機構キックオフシンポジウム，



東京，1 月(2016). 

532. 淺間 一：”サービスロボット技術とその社会実装”，エレクトロニクス実装学会第 62 回セミナー，東

京，2 月(2016). 

533. 淺間 一：”医療・介護・健康分野での活用が期待できるサービスロボット技術”，神戸国際医療交流

財団医工連携人材育成セミナー，神戸，3 月 (2016). 

534. 村田 哲 身体神経科学 頭頂葉-運動前野ネットワークと身体性 大山リハビリテーション病院 2015

脳生理講演会 2016 年 2 月 21 日 鳥取県西伯郡伯耆町 リハビリ療法士を対象とした研修会 

535. T. Umeda, K. Takakusaki, and T. Isa, Glycinergic inhibition of ipsilateral transmission of cortical excitation to 

forelimb motoneurons in monkeys, 第 38 回日本神経科学学会大会, 神戸国際会議場, 2015 

536. 岡本, 日置, 孫, 藤山, 金子, 近傍に位置する間接路・直接路ニューロンから淡蒼球への投射様式, 第

38 回日本神経科学学会, 神戸国際会議場・展示場, 2015 

537. 孫, 岡本, 金子, 日置, マウス第一次体性感覚野 VIP 陽性抑制性細胞に対する興奮性・抑制性入力の

形態学的解析, 第 38 回日本神経科学学会, 神戸国際会議場・展示場, 2015 

538. 日置, 孫, 高橋, 岡本, 金子, Tet-Off 搭載アデノ随伴ウイルスベクターによる、神経細胞特異的かつ高

発現型シングルベクタープラットフォームの構築, 第 38 回日本神経科学学会, 神戸国際会議場・展

示場, 2015 

539. 平井, 柴田, 中村, 田中, 日置, 金子, 古田, ヒゲ感覚システムにおいて新しく発見した視床覚醒 α 振

動発火と皮質視床連関, 包括脳ネットワーク冬のシンポジウム, 一橋大学, 2015 

540. 日置, 孫, 岡本, 高橋, Strong and specific gene expression in neurons by adeno-associated virus with Tet-Off 

system, 包括脳ネットワーク冬のシンポジウム, 一橋大学, 2015 

541. 津田一郎, 自己組織化再考―第二種自己組織化の可能性, 招待講演、京都大学基礎物理学研究所研究

会「複雑システムにおける創造的破壊現象の原理に迫る」, コープイン京都（京都市）, 2015 

542. Hiromichi Tsukada and Ichiro Tsuda, A neural network model of memory retrieval using multiple frequency 

bands oscillations, The 38th Annual Meeting of the Japan Neuroscience Society, Kobe International Exhibition 

Hall, 2015 

543. 津田一郎, 招待講演、自己組織化再考, 第１４回現象数理学コロキアム, 明治大学 中野キャンパス, 

2015 

544. 津田一郎, 招待講演、「第二種自己組織化：脳の機能分化とアプリオリな時間空間概念」, 2015 年度人

工知能学会全国大会(第 29 回), 公立はこだて未来大学, 2015 

545. Ichiro Tsuda, Invited talk, Self-organization of a second kind: a mathematical model for functional 

differentiation in the brain, Toward a New Paradim for Self-Organization, RIMS Kyoto University, 2015 

546. Ichiro Tsuda, Invited talk, Milnor attractors and related dynamics, Toward a New Paradim for Self-Organization, 

RIMS Kyoto University, 2015 

547. 津田一郎, 招待講演、「第二種自己組織化について」, 複雑系研究会「内と外の動的双対性、その向こ

う側」, 早稲田大学西早稲田キャンパス, 2015 

548. 津田一郎, 招待講演、「脳神経系の数理モデルの諸相：ダイナミクスの観点から」, 北陸応用数理研究

会 2015 , 金沢大学サテライトプラザ, 2015 

549. 平井, 柴田, 中村, 田中, 日置, 金子, 古田, ヒゲ感覚システムにおいて新たに発見した 視床アル



ファ・オシレーションと皮質視床連関, 第 9 回 Motor Control 研究会 サテライト神経オシレーショ

ンカンファレンス, 京都大学, 2015 

550. 田中, シグモイド型ニューラルネットワークのカーネルによる持続発火活動の再現, 日本物理学会

第 71 回年次大会, 東北学院大学, 2016 

551. 田中,  中村, 出現確率の高い回路による単純な内的表現, 日本神経回路 学会第 25回全国大会, 電気

通信大学, 2015 

552. 田中, 中村, Sustained activity of simple model neural networks performing motor tasks, 第 38 回日本神経科

学大会, 神戸国際会議場・展示場, 2015 

553. 柴田, 古田, 田中, 平井, 金子, Architecture of whisker movement related neurons in rat primary motor cortex, 

第 38 回日本神経科学大会, 神戸国際会議場・展示場, 2015 

554. 柴田, 田中, 中村, 古田, ラットのヒゲ運動に関連する一次運動野ニューロンの生理学的・形態学的

検討, 第 108 回近畿生理学談話会, 近畿大学, 2015 

555. 森岡周, 半側空間無視・失行症に対するニューロリハビリテーション－病態・メカニズム・評価・治

療戦略－, senstyle 講演, 電気ビル本館, 2015 

556. 森岡周, 手と脳の機能を考慮したニューロリハビリテーション, 第 27 回日本ハンドセラピィ学会学

術集会 特別講演, 日本教育会館, 2015 

557. 森岡周, 高次脳機能障害の脳内機構とニューロリハビリテーション, 合同会社 gene セミナー, 大阪

科学技術センター, 2015 

558. 森岡周, いまさら聞けない人間の脳の機能解剖－リハビリテーション脳科学入門－, トータルアプ

ローチ研究会 講演, 臨床福祉専門学校, 2015 

559. 森岡周, 高次脳機能障害に対するニューロリハビリテーション, 長野県厚生連作業療法士研究会 講

演, NPO 法人いたみ医学研究情報センター, 2015 

560. 森岡周, 脳科学から考える痛み治療, NPO 法人いたみ医学研究情報センター 市民講座 講演, 高知県

民文化ホール, 2015 

561. 森岡周, 自己の運動・動作から学ぶ脳機能 –療法士のための脳科学入門－, senstyle 講演, 須磨区民セ

ンター, 2015 

562. 森岡周, 脳を学ぶ -リハビリテーションのための神経生物学入門-, 合同会社 gene セミナー, あいお

いニッセイ同和損保新宿ビル, 2015 

563. 森岡周, 半側空間無視と失行症に対するニューロリハビリテーション, トータルアプローチ研究会 

講演, マイドーム大阪, 2015 

564. 森岡周, これからの理学療法研究－世界への発信－：神経科学理学療法の立場から, 第５０回日本理

学療法学術大会, 東京国際フォーラム, 2015 

565. 森岡周, 半側空間無視に対するニューロリハビリテーション, 秋田県理学療法士会 講演, 秋田大学

医学部, 2015 

566. 森岡周, 脳卒中後の運動障害に対するニューロリハビリテーションの基本的戦略, 三重県理学療法

士会 講演, 三重大学医学部, 2015 

567. 森岡周, 神経科学から考える機能回復のメカニズムとニューロリハビリテーション戦略, 第 13 回

Resta 研修会, 福岡国際会議場, 2015 



568. 森岡周, 発達を学ぶ－人間発達学レクチャー, トータルアプローチ研究会, 東京都大橋会館, 2015 

569. 森岡周, 認知神経科学に基づいた高次脳機能障害のリハビリテーション, 公益社団法人日本理学療

法士協会・理学療法士講習会（基本編・理論）, 徳島文理大学, 2015 

570. 森岡周, 脳を学ぶ -リハビリテーションのための神経生物学入門-, 合同会社 gene セミナー, 名古屋

国際会議場, 2015 

571. 森岡周, 脳卒中後の運動障害および半側空間無視に対するニューロリハビリテーション, 第 43 回

Q.o.A.A.講習会, 宮城県仙台市, 2015 

572. 森岡周, 疼痛の神経心理学－身体性と社会性の観点から－, 第 39回日本神経心理学会学術集会 実践

セミナー, 札幌市教育文化会館, 2015 

573. 森岡周, 歩行運動の神経機構とシステムモデル, 第 34 回関東甲信越ブロック理学療法士学会シンポ

ジウム, アピオ甲府, 2015 

574. 森岡周, 高次脳の脳科学とその臨床応用, CRASEED シンポジウム, 兵庫医科大学 平成記念会館, 

2015 

575. 森岡周, ニューロリハビリテーションの概念とその基本的戦略, 第 31回東海北陸理学療法士学会 教

育講演, 金沢市文化ホール, 2015 

576. 森岡周, 片麻痺の回復を考える〜脳科学的視点から〜, 第 50 回日本理学療法士協会全国学術研修大

会, 盛岡市民文化ホール, 2015 

577. 森岡周, 身体運動制御に関する神経メカニズムとその臨床介入－姿勢バランス、歩行、運動学習－, 

北海道理学療法士会後志支部平成 27 年度講習会, 小樽協会病院, 2015 

578. 森岡周, 姿勢バランスと歩行運動の神経システムとニューロリハビリテーション, トータルアプロ

ーチ研究会 講演, 大橋会館, 2015 

579. 森岡周, 研究と臨床の融合：運動器疾患における疼痛捉え方 , 第 11 回 MNS Holdings seminar, ウェ

ル戸畑 多目的ホール, 2015 

580. 森岡周, ニューロリハビリテーションの概念と基本的戦略-脳卒中後の上肢運動障害を中心に-, 合同

会社 gene セミナー, 名古屋市中小企業振興会館, 2015 

581. 森岡周, 痛みの脳内機構とニューロリハビリテーション, 合同会社 gene セミナー, 東京証券会館, 

2015 

582. 森岡周, 半側空間無視・身体失認と失行症の評価と治療戦略, senstye セミナー講演, リファレンス駅

東ビル, 2015 

583. 森岡周, ニューロリハビリテーションの概念とその戦略〜脳卒中後の運動 障害を中心に〜, 日本ボ

バース研究会北海道ブロック研修会 特別講演, 札幌医学技術福祉歯科専門学校, 2015 

584. 森岡周, 社会的コミュニケーションとリハビリテーション‐神経科学の観点から‐, 第 24 回佐賀県理

学療法士学会教育講演, 佐賀市民会館, 2015 

585. 森岡周, ニューロリハビリテーションの概念と基本的戦略-脳卒中後の上肢運動障害を中心に, 合同

会社 gene セミナー, 株式会社 ヤクルト本社ビル, 2015 

586. 森岡周, 社会的コミュニケーションの神経科学, 高知県言語聴覚士会 講演, 高知, 2015 

587. 森岡周, 神経生物学入門：人間の脳と社会的コミュニケーション, 日本音楽療法学会 研修会, 日本教

育会館, 2016 



588. 森岡周, 運動イメージ・運動錯覚を用いた治療の科学的根拠と有効活用, senstyle セミナー 講演, 広

島 YMCA 国際文化センター, 2015 

589. 森岡周, ニューロリハビリテーションの概念と基本的戦略-脳卒中後の上肢運動障害を中心に, 合同

会社 gene セミナー, 都久志会館, 2015 

590. 越水, 中村, 古田, 田中, 金子, ラット視床下核ニューロンの新線条体インターニューロンへの入力, 

第 91 回日本解剖学会近畿支部学術集会, 京都工芸繊維大学, 2015 

591. 越水, 中村, 古田, 田中, 金子, ラット視床下核ニューロンの新線条体インターニューロンへの入力, 

第 91 回日本解剖学会近畿支部学術集会, 京都工芸繊維大学, 2015 

592. 渋谷賢，畝中智志，大木 紫, 実際の手と近接したラバーハンドの操作が身体性自己意識と身体表象
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ン, 計測自動制御学会システム・情報部門学術講演会 2015 講演論文集, 函館, 2015 

663. 稲邑哲也: ニューロリハビリテーションのためのクラウド型 VR リハビリシステム, 計測自動制御学

会システム・情報部門学術講演会 2015 講演論文集, 函館, 2015 

664. 佐々木大地, 井澤淳, 森田昌彦: 不連続力場に対するメタ運動学習のモデル規範型運動解析手法の提

案, 計測自動制御学会システム・情報部門学術講演会 2015 講演論文集, 函館, 2015 

665. 太田: 身体性システム科学の紹介, 第 167 回藤田保健衛生大学リハビリテーション部門研修会, 藤田

保健衛生大学, 2015 

666. 千葉: ヒトの多種感覚入力に基づく姿勢制御研究について, 第 167回藤田保健衛生大学リハビリテー

ション部門研修会, 藤田保健衛生大学, 2015 

667. 太田: 身体性システム科学, 高槻高等学校東京大学柏キャンパス施設見学, 東京大学, 2015 

668. 太田: 「身体性システム科学」構築に向けて, KACITEC 総会, 柏の葉キャンパス駅前サテライト, 2015 

669. 太田: 概要－身体性システム科学－, NII OPEN HOUSE 2015 新学術領域研究発表「脳内身体表現の

変容機構の理解と制御」, 国立情報学研究所, 2015 

670. 寺前 達也，今水 寛，山下 歩，Robert Haschke，Risto Koiva．Helge Ritter，Florentin Woregotter: 安静

時 fMRI による外部座標系と内部座標系を組み合わせた学習タスクにおけるスコア予測, 第 38 回日

本神経科学大会, 神戸国際会議場, 2015 

671. 今水 寛: 脳内ネットワークの弱点を知り、補強する技術, 第 5 回 CiNet シンポジウム/第 3 回大阪大

学 COI シンポジウム【招待講演】 東京国際フォーラム, 2015 

672. 今水 寛: 機械学習推定を用いた認知機能の低下の防止と回復, 第 38回日本神経科学会大会ランチョ

ンセミナー【招待講演】, 神戸国際会議場, 2015 

673. 今水 寛: 学習と脳のネットワーク, CRASEED シンポジウム「徹底討論！脳科学とリハビリテーショ

ン」【招待講演】, 兵庫医科大学, 2015 

674. 今水 寛: 安静時の脳活動から作業記憶トレーニング効果の個人差を予測する：ゲームで認知機能は

改善するか？, 第 9 回パーキンソン病・運動障害疾患コングレス ランチョンセミナー【招待講演】, 

品川プリンスホテル, 2015 

675. 今野 和樹, 島 圭介, 島谷 康司: 機能的電気刺激によるリハビリテーションを目的とした前腕動作

制御法, ロボティクス・メカトロニクス講演会 2015, 京都市勧業館, 2015 

676. 松井 駿悟, 青木 貴裕, 島 圭介: 未学習クラス推定ニューラルネットと自己組織化マップに基づく



新規クラス生成, ロボティクス・メカトロニクス講演会 2015, 京都市勧業館, 2015 

677. 中村: 発火頻度かパターンか：パーキンソン病モデルラットにおける視床運動核ニューロンの活動異

常を探る, 第 30 回日本大脳基底核研究会, 名鉄犬山ホテル, 2015 

678. 越水, 中村, 田中, 古田, 金子: ラット視床下核ニューロンは新線条体インターニューロンへ入力す

る, 第 30 回日本大脳基底核研究会, 名鉄犬山ホテル, 2015 

679. 閔 庚甫，李 鍾昊, 筧 慎治: 筋骨格系モデルを用いた手関節筋の機械的な構造に基づく筋制御特性

の推定, 第９回 Motor Control 研究会, 京都大学 , 2015 

680. 東郷俊太，今水 寛: 目標の冗長性を保持した運動計画, 第 9回 Motor Control 研究会, 京都大学, 2015 

681. 中村, Sharott, 田中, Vinciati, Mallet, Magill: パーキンソン病モデルラット視床運動核のニューロン活

動異常: 発火頻度かパターンか, 第 9 回 Motor Control 研究会 サテライト神経オシレーションカン

ファレンス, 京都大学, 2015 

682. Nakamura, Sharott, Vinciati, Tanaka, Mallet, Magill: Abnormal neuronal activities in the motor thalamus of 

Parkinsonian rats: rate vs pattern, 第 38 回日本神経科学大会, 神戸国際会議場, 2015 

683. 越水, 中村, 田中, 古田, 金子: ラット視床下核ニューロンは新線条体インターニューロンへ入力す

る, 第 9 回 Motor Control 研究会, 京都大学, 2015 

684. Tanaka H: Equations of Motion for Reaching Dynamics and Coordinate Systems in Frontoparietal Motor 

System, 第 92 回日本生理学学会 第 120 回日本解剖学会 合同大会, 神戸国際会議場, 2015 

685. 平井, 柴田, 中村, 田中, 日置, 金子, 古田: ヒゲ感覚システムにおいて新たに発見した視床アルフ

ァ・オシレーションと皮質視床連関, 第 38 回日本神経科学大会, 神戸国際会議場, 2015 

686. 越水, 中村, 古田, 金子: ラット視床下核は新線条体インターニューロンへ入力する, 第 38 回日本神

経科学大会, 神戸国際会議場, 2015 

687. 戸枝美咲, 青井伸也, 舩戸徹郎, 土屋和雄, 柳原大: 筋シナジー制御を用いた四肢神経筋骨格モデル

の歩容生成とエネルギー効率の考察, 第 70 回日本体力医学会大会, 和歌山県民文化会館・ホテルア

バローム紀の国, 2015 

688. Tanaka H, Miyakoshi M, and Makeig S: Directional tuning and reference frames revealed by non-invasive EEG 

in humans: A group analysis, 第 9 回モーターコントロール研究会, 京都大学, 2015 

689. 渋谷賢，畝中智志，大木紫: 操作する身体オブジェクトの方向性が運動に及ぼす影響, 第 32 回日本

認知科学会, 千葉大学, 2015 

690. Nagumo Yasuyuki, Takeuchi Yuichi, Miyata Mariko: Remodeling of somatosensory thalamic neural circuit and 

allodynia-like mechanical hypersensitivity, The 38th Annual Meeting of the Japan Neuroscience Society, Kobe, 

Japan, 2015 

691. Takeuchi Yuichi, Nagumo Yasuyuki, Osaki Hironobu, Katayama Yoko, Miyata Mariko: Large-scale somatotopic 

reorganization associated with afferent fiber rewiring in the whisker sensory thalamus, The 38th Annual Meeting 

of the Japan Neuroscience Society, Kobe, Japan, 2015 

692. Miyata Mariko, Takeuchi Yuichi, Katayama Yoko: Large-scale somatotopic refinement via experience-

dependent synapse elimination in the whisker sensory thalamus, The 38th Annual Meeting of the Japan 

Neuroscience Society, Kobe, Japan, 2015 

693. 三澤大地, 近藤敏之: 相反する運動課題の同時学習に香りが及ぼす影響, 第 21 回創発システム・シン



ポジウム, 諏訪東京理科大学, 2015 

694. 三村，萩原，谷口: 身体図式の形成のためのベイズ生成モデルの研究, 第 21 回創発システム・シン

ポジウム, 諏訪東京理科大学, 2015 

695. 堀切，大脇，西井，石黒: 足底感覚情報を活用した二足歩行制御則の実験的検証, ロボティクス・メ

カトロニクス講演会 2015, 京都, 2015 

696. 会津直樹, 大内田裕, 出江紳一: 慢性期片麻痺者の麻痺手運動機能の改善による身体性注意の変化, 

第 9 回 Motor Control 研究会, 京都大学, 2015 

697. 大内田裕, 会津直樹, 出江紳一: 学習性不使用による脳内身体表現の変容, 第 9 回 Motor Control 研究

会, 京都大学 2015 

698. 近藤 : NIRS による身体錯覚時の機能的結合の解析, 第 54回日本生体医工学会大会, 名古屋国際会議

場, 2015 

699. 東郷俊太, 今水 寛: 正規化協調指標による運動指令の協調の評価, 電子情報通信学会・ニューロコン

ピューティング研究会, 玉川大学, 2015 

700. 高草木: 認知症患者の行動科学-認知症を知る-, 第 24 回有病者歯科医療学会総会・学術大会, 旭川市

大雪クリスタルホール, 2015 

701. 高草木: 姿勢-運動と身体の認知, 第 92 回日本生理学会大会, 神戸コンベンションセンター, 2015 

702. Qi An， 石川雄己，青井伸也，舩戸徹郎，岡敬之，山川博司，山下淳，淺間一: 筋シナジーの時間パ

ターンがヒト起立動作に与える影響の神経筋骨格モデルを用いた解明, 第 20 回ロボティクスシンポ

ジア, 軽井沢プリンスホテルウエスト, 2015 

703. 簑原凜，温文，濱崎峻資，前田貴記，加藤元一郎，山川博司，山下淳，淺間一: スイッチ操作力の差

異が運動主体感に与える影響の評価, 第 20 回ロボティクスシンポジア, 軽井沢プリンスホテルウエ

スト, 2015 

704. 今水 : ブレインマシンインターフェースの基礎技術と応用, 応用脳科学コンソーシアム・第４回

CiNet 脳情報研究ワークショップ【招待講演】, 京都大学・東京オフィス, 2015 

705. 中陦，村田，稲瀬: トレッドミル歩行中におけるサル補足運動野の単一神経細胞活動, 第 92 回日本

生理学会大会, 神戸国際会議場, 2015 

706. 田中宏和: 到達運動の運動方程式と前頭頭頂運動野の座標系, 第 120 回日本解剖学会, 第 92 回日本

生理学会大会 合同大会, 神戸国際会議場・展示場, 2015 

707. 大屋知徹, 武井智彦, 関和彦: 赤核脊髄路と皮質脊髄路の生み出す筋シナジー構造 生理学研究所研

究会「行動システム脳科学の新展開」, 生理学研究所, 2015 

708. 佐藤陽太，舩戸徹郎，柳原 大，佐藤 和，青井伸也，藤木聡一朗，中野和司，土屋和雄: 神経疾患に

伴う姿勢制御系の変容解明のためのラットの直立実験環境の構築, 第 27 回自律分散システム・シン

ポジウム, 東京理科大学神楽坂キャンパス森戸記念館, 2015 

709. 千葉龍介，高草木薫，太田順: 代償性姿勢制御における感覚情報の変化による制御の変容の定量化, 

第 27 回自律分散システム・シンポジウム, 東京理科大学神楽坂キャンパス森戸記念館, 2015 

710. 大平美里，神澤明子，森下壮一郎，姜 銀来，山村 修，横井浩史: 感覚フィードバックを伴う機能的

電気刺激を用いた運動機能回復応用に関する研究： 健常者における脳活動の時間的推移に関する検

証, 第 27 回自律分散システム・シンポジウム, 東京理科大学神楽坂キャンパス森戸記念館, 2015 



711. 近藤敏之，北原康佑，林 叔克，佐伯 碧: 運動想起型 BCI のためのニューロフィードバック訓練にお

ける受動的感覚呈示の影響, 第 27 回自律分散システム・シンポジウム, 東京理科大学神楽坂キャン

パス森戸記念館, 2015 

712. 佐藤 和，境 和久，青木 祥，端川 勉，柳原 大: ラットモデルを用いた歩行中の障害物回避動作に

おける延髄下オリーブ核-登上線維系破壊の影響, 第 27 回自律分散システム・シンポジウム, 東京理

科大学神楽坂キャンパス森戸記念館, 2015 

713. 石塚駿太朗，大島裕子，青井伸也，舩戸徹郎，冨田 望，辻内伸好，伊藤彰人，土屋和雄: 歩行・走

行の関節運動に内在する低次元構造の解析, 第 27 回自律分散システム・シンポジウム, 東京理科大

学神楽坂キャンパス森戸記念館, 2015 

714. 戸枝美咲，青井伸也，舩戸徹郎，土屋和雄，柳原 大: 筋シナジーの制御によるラット四脚神経筋骨

格モデルの歩容生成とエネルギー効率の考察，第 27 回自律分散システム・シンポジウム, 東京理科

大学神楽坂キャンパス森戸記念館, 2015 

715. 藤木聡一朗，青井伸也，柳原 大，舩戸徹郎，佐藤陽太，泉田 啓，土屋和雄: ラット後肢スプリット

ベルト・トレッドミル歩行の計測と解析, 第 27 回自律分散システム・シンポジウム, 東京理科大学

神楽坂キャンパス森戸記念館, 2015 

716. 今水: 脳の仕組みの解明とブレイン・マシン・インターフェースへの応用, 第 100 回有機デバイス研

究会「脳－究極の有機デバイス」【招待講演】, 静岡大学浜松キャンパス・佐鳴会館, 2015 

717. 筧，李，吾妻，高橋，阪本，稲葉，織茂, パーキンソン病における運動症状と随意運動における運動

制御器の定量的指標との関係, 第 55 回日本神経学会学術大会, 福岡国際センター, 2014 

718. 石川，戸松，筧, 遅延運動課題における小脳半球部への苔状線維入力, 第 37 回日本神経科学大会, パ

シフィコ横浜, 2014 

719. 閔，李，筧, Estimation of pulling directions of wrist prime movers on the wrist with a musculoskeletal model, 

第 37 回日本神経科学会, パシフィコ横浜, 2014 

720. 李，織茂，筧, Evaluation of motor symptoms of patients with Parkinson’s disease in terms of three components 

of tracking movement of the wrist, 第 37 回日本神経学会, パシフィコ横浜, 2014 

721. 石川，筧, 歯状核ニューロンのバースト活動は脱抑制によって形成される, 第 8 回 Motor Control 研

究会, 筑波大学, 2014 

722. 閔，李，筧, 筋電図信号からの関節の総拮抗度の推定に関する研究, 第 8 回 Motor Control 研究会, 筑

波大学, 2014 

723. 雨宮薫, 内藤栄一, ヒトの身体的自己意識にかかわる右半球下前頭－頭頂ネットワークの役割, 第 8

回 Motor control 研究会, 筑波大学, 2014 

724. 高草木 薫: 歩行のメカニズム 第 26 回自律分散システム・シンポジウム．2014, 01 23-24, 東京（特

別講演） 

725. 高草木 薫: 脳機能と運動機能の再建 旭川医科大学・市民公開講座 2014 09 19, 旭川（口演） 

726. 高草木 薫: Parkinson 病における脳深部刺激；STN-DBS vs PPN-DBS．札幌医科大学・神経科学セミナ

ー．2014 10 14, 札幌（招待講演） 

727. 高草木 薫: ヒトが進化で得たものは何か？ 旭川医科大学 サイエンスカフェ 2014, 10 23. 旭川（シ

ンポジウム） 



728. 高草木 薫: 脳の高次機能を守ることができるのか？ 第三回旭川医師会「認知症」市民公開講座 2014, 

10, 26 旭川（特別講演） 

729. 高草木 薫: 運動麻痺と歩行障害 平成 26 年度 北海道文教大学学術研修会 2014, 11 01 札幌（特別講

演） 

730. 高草木 薫: 歩行の神経機構 平成 26 年度 沖縄県理学療法士会講習会 2014, 12 07. 那覇（特別講演） 

731. 高草木 薫: 大脳基底核による運動の制御 第 6 回相模原・北里神経科学フォーラム．2014 12 15, 相

模原（特別講演） 

732. 前田貴記: “自我障害”概念の臨床的意義, 第 110 回日本精神神経学会学術総会, ワークショップ「臨

床に役立つ精神病理学の基礎知識」, パシフィコ横浜 2014 

733. 前田 貴記, 沖村 宰, 野原 博, 古茶 大樹, 鹿島 晴雄: 統合失調症における自我障害の症状形成論, 

日本精神病理学会 第 37 回大会, 東京藝術大学, 2014 

734. 野原 博, 前田 貴記, 鹿島 晴雄 一級症状の特異性についてーシュナイダーの“in aller Bescheidenheit”

という表現を巡って, 日本精神病理学会 第 37 回大会, 東京藝術大学, 2014 

735. 沖村 宰, 前田 貴記, 加藤元一郎, 三村将, 田中昌司: 統合失調症のワーキングメモリー不全のメカ

ニズム, 第 37 回日本神経科学大会 (Neuroscience 2014), パシフィコ横浜, 2014 

736. 高草木: 脳の可塑性とロボットリハビリテーション, 第４回ロボットリハビリテーション研究大会, 

札幌コンベンションセンター, 2014 

737. 高草木: 網様体脊髄路-脊髄介在ニューロン系によるシナプス前抑制, 第29回日本大脳基底核研究会, 

青森市文化観光交流施設 ねぶたの家 ワ・ラッセ, 2014 

738. 高草木: 網様体脊髄路-脊髄介在ニューロン系による筋緊張制御の仕組み, 第 94 回北海道医学大会生

理系分科会, 北海道大学, 2014 

739. 高草木: 睡眠と姿勢筋緊張, 日本睡眠学会第 39 回定期学術集会, あわぎんホール（徳島県郷土文化会

館）, 2014 

740. 高草木: 脚橋被蓋核領域と運動の制御, 関東機能的脳神経外科カンファレンス, 研究社英語センター

ビル, 2014 

741. 高草木: 大脳基底核と運動の制御, 第 37 回日本神経科学学会 Neuroscience 2014, パシフィコ横浜 

2014 
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4. 鎌田恭輔：特許出願「光感受性物質の撮影画像処理システム及び光感受性物質の撮影方法」出願番

号：特願 2018-139071, 発明者：鎌田恭輔、久野恵梨,出願日：平成３０年７月２５日 

5. 鎌田恭輔： 国際特許出願 「手術顕微鏡搭載式蛍光分光装置による腫瘍性病変部診断システム」,  出

願番号：PCT/JP2016/065272,  発明者：鎌田恭輔,  出願日：2016/5/24 

6. 前田貴記：PCT 国際特許出願「統合失調症を診断するための方法および装置：Sense of agency task 

(Keio method)および Temporal order judgment task (Keio method)」(PCT/JP2016-87182) 

7. 鎌田恭輔：特許出願「手術顕微鏡搭載式蛍光分光装置による腫瘍性病変部診断システム」，出願番号：

特願 2015-112179，発明者：鎌田恭輔，出願日：2015/6/2 

8. 筧 慎治：産業財産権・国内特許出願「運動機能解析システム及びそのシステムの作動方法」

（PCT/JP2014/061972 に基づく日本国特許出願）（平成 27 年 8 月 25 日）【出願番号】特願 2015-514865

【発明者】筧 慎治，李 鍾昊，織茂智之，稲葉 彰，岡田安弘 

9. 筧 慎治：産業財産権・国際特許出願「運動機能解析システム及びそのシステムの作動方法」

（PCT/JP2014/061972 に基づく US 特許出願）（平成 27 年 10 月 27 日）【出願番号】14/787,411【発明

者】筧 慎治，李 鍾昊，織茂智之，稲葉 彰，岡田安弘 

10. 筧 慎治：産業財産権・国際特許出願「運動機能解析システム及びそのシステムの作動方法」

（PCT/JP2014/061972 に基づく EP 特許出願）（平成 27 年 11 月 10 日）【出願番号】14792013.6【発明

者】筧 慎治，李 鍾昊，織茂智之，稲葉 彰，岡田安弘 

11. 前田貴記：特許出願「統合失調症を診断するための方法および装置：Sense of agency task (Keio method)



および Temporal order judgment task (Keio method)」(特願 2015-245979) 

 

取得 

1. 鎌田恭輔：特許取得「血管内血流動態の画像処理方法及びシステム」，特許番号：特許第 5953437 号，

発明者：鎌田恭輔、林英昭，登録日：平成 28 年 6 月 17 日 

 

その他 

メディア報道 

1. 2019 年 1 月 8 日に A01-1 項目今水教授らの研究が「複数の精神疾患における記憶力の低下を共通の

モデルで予測することに成功」としてプレスリリース(https://www.atr.jp/topics/press_190108.html)され，

京都新聞デジタル版（1 月 8 日 https://www.kyoto-np.co.jp/environment/article/20190108000123），京都新

聞（1 月 9 日朝刊 23 面）で紹介された． 

2. 2018 年度国際福祉機器展にて稲邑准教授が研究成果デモンストレーションを実施． 

3. 2018 年 11 月 29 日  NHK NEWS にて，森岡  周  教授らの失行症研究が取り上げられた

（https://www3.nhk.or.jp/news/web_tokushu/2018_1129.html）． 

4. 2017 年 10 月 31 日の北海道新聞と、2017 年 11 月 6 日の m3.com に鎌田恭輔教授が、難治性てんかん

の一つである側頭葉てんかんの外科手術で、人の顔や色を識別する場所の同定と電気刺激で顔・色

を患者の視角誘発に成功した記事が掲載された。 

5. 2017 年 4 月 2 日版の日本経済新聞（30 面）．巧みなアスリート脳 動作処理に余裕・美技生む，内藤

博士と古屋博士がネイマールやピアニストの巧みな運動制御の秘密を解説． 

6. 2017 年 1 月 17 日版の東京大学新聞，研究室散歩＠ロボット工学「太田順教授」の記事において，「身

体性システム科学」が紹介された． 

7. 2016 年 11 月 12 日開催の日本リハビリテーション医学会市民公開講座（於旭川医科大学）で共同研

究を行っている北見工業大学電気電子工学科准教授 橋本泰成氏が「ブレイン・マシン・インターフ

ェースを応用した最先端リハビリテーション工学」の題名で講演．11 月 16 日の北海道新聞 道北地

方版に講演の記事が掲載された． 

8. 2016 年 9 月 18 日，A02-1 項目内藤栄一博士（CiNet）が，フジテレビ報道番組「新報道 2001」でブ

ラインドサッカー選手の脳の可塑的変化について解説した． 

9. 2016 年 8 月 19 日に，A03-5 項目宮田教授らの研究が，「成熟した神経回路を維持する仕組みを解明 

〜自閉症の病態解明に期待〜」としてプレスリリースされ，朝日新聞デジタル版(8 月 19 日) 日刊工

業新聞(8 月 22 日) 科学新聞(8 月 26 日) 日経産業新聞(8 月 30 日)等で紹介された． 

10. 2016 年 9 月 5 日（月）の朝日新聞 朝刊（19 面）に【RiO2016 PARALYMPICS 変革のパラアスリー

ト（下）】奇跡の進化論 として A02-1 項目内藤栄一博士（CiNet）の研究が紹介された． 

11. 2016 年 6 月 19 日 読売新聞朝刊 23 面 スポーツの「スポーツ新戦術論」で，巧みに運動を制御する

脳の仕組みを研究する研究者として A02-1 項目内藤栄一博士（CiNet）が紹介された． 

12. Newton2016 年 8 月号（6 月 25 日発売）の，シリーズ脳とニューロン第 4 回運動の脳科学ー巧みに体

を動かすには？で，A02-1 項目内藤栄一博士（CiNet）が，運動の達人（ネイマール）の脳の運動制

御の特徴や走行を支える筋シナジー制御をわかりやすく解説した（p38-43）． 



13. 2016 年 3 月 6 日午後 11:30〜，NHK E テレ「サイエンスＺＥＲＯ」で，C02-1 研究項目の花川 隆 博

士（国立精神・神経医療研究センター），古屋 晋一 准教授（上智大学）らのグループが取り組んで

いる，ジストニアへの tDCS 治療介入の試みが紹介された． 

14. 2016 年 2 月 18 日に，C03-2 研究項目の島准教授（横浜国立大学）らのダイレクトリハビリテーショ

ンに関する研究が，NHK 「NEWS WEB」 WEB 特集で，未来の五輪を東京で (“技”を“コピー”す

る！？)ヒトからヒトへ技を伝える技術として紹介された． 

15. 2015 年 12 月 9 日に，A01-1 研究項目の今水教授（東京大学，ATR）らの研究（短期と長期の運動記

憶の画像化に成功 早く学んですぐ忘れる ・ ゆっくり学んで長く記憶 その違いはどこに？）がプ

レスリリースされた．  

16. 2015 年 9 月 3 日に，BS 日テレ 木曜スペシャル 第 35 回「すぐに役立つ！錯覚ミステリー！」の中

で，C01-1 研究項目の稲邑准教授（国立情報学研究所）のグループが開発している「幻視痛リハビリ

システム」が紹介された． 

17. 2015 年 3 月 17 日に，デンマークのラジオ放送局 Danish Broadcasting Corporation の科学番組で，太田

領域代表のインタビューが放送された． 

18. 2015 年 2 月 2 日付の朝日新聞朝刊「科学の扉」に，太田領域代表，内藤博士，出江教授のインタビ

ュー記事が掲載された． 

19. A01 項目の今水 寛 博士らの研究成果（安静にしているときの脳活動から作業記憶トレーニング効

果の個人差を予測することに成功〜認知機能を回復させる方法の開発に大きく前進〜）が，2015 年

1 月 6 日付の朝刊各紙（日本経済新聞，毎日新聞，産経新聞，京都新聞，中日新聞）に掲載された． 

  



研究成果 

本領域では、脳内身体表現の神経機構とその長期的変容メカニズムを明らかにし、リハビリテーショ

ン介入に応用することを目的として設定した。このため、システムの振る舞いを数理モデルとして整合

的に記述できるシステム工学（B 班）を仲立ちとして脳科学（A 班）とリハビリテーション医学（C 班）

を融合することを試みた。これにより、運動制御と身体認知を統合的に理解し、真に効果的なリハビリテ

ーション法を確立する「身体性システム科学」なる新たな学問領域の創出を目指してきた（図 1）。 

 先に述べた設定目的の達成に向けて、本領域では上記の 3つの班に、9つの研究項目（A01, A02, A03, 

B01, B02, B03, C01, C02, C03）を設定し、研究を進めてきた。 

 

 

 研究項目 A01・A02 は、それぞれ身体認知（運動主体感や身体保持感）と運動制御（筋シナジー制御、

先行性姿勢制御）の観点から介入神経科学的手法を用いた実験をヒトおよびサルで展開し、脳内身体表

現の神経機構ならびにその変容過程の解明を試みた。同時に、脳内身体表現を構成する神経活動が表現

する情報を脳情報復号化技術で明らかにし、この生体信号を脳内身体表現マーカーとして抽出する方法

を提案してきた。加えて、運動学習や身体変容などに伴って動的に変化する脳内身体表現の slow 

dynamics の解明に取り組んだ。 

 研究項目 B01・B02 は、神経生理学的実験データ、リハビリテーション中の臨床データに基づき、脳内

身体表現の活動(fast dynamics)と変容(slow dynamics)のダイナミクスを各々時定数の異なる力学系と

してモデル化することに取り組んだ（脳内身体表現モデル）。 

 研究項目 C01・C02 は、脳内身体表現マーカーを活用することでリハビリテーション効果の定量化に取

り組んだ。また、脳内身体表現モデルと統合することで、感覚運動機能の最大化に向けたリハビリ方針の

策定を行うモデルベーストリハビリテーションを実践し、介入の帰結予測を試みた。 

 研究項目 A03・B03・C03 は公募班のための研究項目である。 

 研究目的の達成状況について、以下に研究項目ごとに記述する。 

 

計画研究 A01-1 研究代表者 今水 寛（東京大学） 

 脳内身体表現の認知的側面としての身体意識（運動主体感・身体保持感）を主な対象とし、その神経基

 

図 1 モデルベーストリハビリテーションの実現に向けた研究体制 



盤解明し、介入操作を行うための研究を進めた。この領域が始まる前は、前頭-頭頂ネットワークが運動

主体感・身体保持感に関連することは解っていたが、身体意識を客観的に評価できる脳活動の指標（マー

カー）が抽出できるかは不明であった。研究代表者らのグループは、脳情報デコーディングの手法を用い

て、運動中の fMRI 脳活動パターンから、運動主体感の基礎となる「運動の自他帰属」を予測する方法を

開発した。これにより、右下頭頂小葉と SLFIII と呼ばれる連合線維束の周辺の活動パターンが、運動主

体感のマーカーとして利用できることを明らかにした。また、右下頭頂小葉に非侵襲脳刺激を加えるこ

とで、感覚運動情報と運動主体感の関係に介入・操作することに成功した。リハビリ現場でも利用可能な

マーカーを探索するため、身体保持感が脳波のどのような成分に反映されるかを調べ、身体保持感が誘

発されると運動観察中のμ波が抑制されることを発見した。サルの電気生理実験では、頭頂葉の体性感

覚野のニューロン活動が、運動に伴う随伴発射の入力によって影響を受ける現象を記録した。身体意識

にとって重要な随伴発射による感覚抑制の神経基盤をニューロンレベルで捉えた。統合失調症患者では、

右下頭頂小葉と尾状核の機能結合が、健常者よりも低下していることを発見し、疾患における運動主体

感の変容の一要因であることを示すともに、運動主体感の変容のマーカーとして利用できる可能性を示

した。この研究を基礎として、運動主体感の変容を回復させることを目的としたスマートフォン・アプリ

を開発した。 

 

計画研究 A02-1 研究代表者 関 和彦（国立精神・神経医療研究センター） 

 筋シナジー制御器の作動原理と身体改変に対する筋シナジー制御器再形成過程の神経基盤 (slow 

dynamics)の解明を目標に５年間の研究を遂行した。筋シナジーは半世紀前に提唱された古い概念である

が、当該領域研究開始前は、その脳神経系での動作原理や身体の変容に対する再形成過程はほとんど未

知であった。そこで、サルを対象とした神経生理学的実験から脊髄、中脳、小脳、及び大脳皮質における

筋シナジーの神経表現を明らかにすると同時に、各領域間での動作原理を明らかにした(fast dynamics)。

また腱付け替え手術によって人工的な身体改変を施した際の筋シナジー構造の長期的な変容の時定数を

明らかにした（slow dynamics）。例えば、小脳は順モデルと等価な状態予測を行うこと筋シナジー制御器

であることを報告した。またヒトを対象とした MRI 実験では、新しいデコーディング法を開発し、ヒト

の運動準備脳活動から動員されている筋シナジーの種類や反応時間を予測することに成功した。これら

の研究を基礎にして、筋シナジーを用いた脳卒中患者の重篤度を評価するあらたな診断方法を提案した。 

 

計画研究 A02-2 研究代表者 高草木 薫（旭川医科大学） 

動物実験とヒトにおける研究によって、先行性姿勢制御（予期的姿勢調節）は脳内身体表現に基づく姿勢

筋シナジー生成プログラムによって実現されるとの作業仮説の検証を試みた。近畿大学では、2足歩行能

を獲得したニホンザルからの大脳皮質細胞の解析によって、４足から２足への歩容変化に伴う先行性姿

勢制御には、補足運動野を含む運動関連領野と頭頂連合野の多種感覚統合領域が関与するという新しい

知見を得た。また旭川医大における研究では、① 脳における多種感覚統合機能がヒトの垂直立位姿勢（姿

勢垂直性）の維持と予期的姿勢調節の双方に関与すること、② ネコのリーチング動作に伴う姿勢調節の

解析によって、先行性姿勢制御の本質的メカニズムは、「随意運動における伴う最終的な姿勢状態を自己

身体と環境との相互作用から予測する Feed-forward 制御」であること，③ このプロセスには、頭頂連

合野の多種感覚統合領域から運動関連領野に至る皮質内情報処理系が重要な役割を担うこと、④運動関



連領野から入力を受ける網様体脊髄路系が、先行性姿勢制御の姿勢筋シナジー生成に関与すること、等

を見出した。これらの成績は、「動物種に関わらず、“リアルタイムに脳内身体表現を生成する前頭頭頂ネ

ットワークの活動”と“皮質運動関連領野から脳幹網様体～脊髄に至る投射系”が先行性姿勢制御に関与

すること」を示唆する。さらに B02-1 との連携によって、多種感覚に基づく立位姿勢維持のメカニズム

を説明可能な数理モデルの構築に至った。従って、先行性姿勢制御は脳内身体表現マーカーとして有用

であること、そして脳損傷に伴う姿勢制御異常（転倒）の背景には上記神経機構の機能異常が存在するこ

とが明らかとなった。 

 

計画研究 B01-1 研究代表者 淺間 一（東京大学） 

 感覚統合や運動企図が身体意識を修飾するメカニズムの構成論的解明および身体意識（身体保持感、

運動主体感）のモデル化に取り組んだ。また、それらを定量化する生理的特徴量（マーカー）を同定した。

さらに、運動制御モデルの構築とそれに基づくモデルベーストリハビリテーションの方法論について探

究した。特に、身体意識のモデル化に向けて、ラバーハンド実験などに見られる感覚統合や高次の認知過

程が身体意識に及ぼす影響を調査する心理実験を行い多くの成果を得た。これにより、モデル構造の推

定（どのパラメータが関連するか）、定式化、実データとの関連付けを行った。加えて、脳波の特徴量（信

号源推定、準備電位、事象関連脱同期）が、運動企図・身体図式・身体意識を定量化する脳内身体表現マ

ーカーになり得る可能性を検証した。さらには、空間ベクトル表現に基づく運動野神経活動の数理モデ

ルや、統計的学習理論による統合失調症の計算論モデル構築を行い、実験データとモデルの整合性を評

価するとともに、逆にモデルから推察される実験仮説を心理物理実験、脳計測実験により検証した。 

 

計画研究 B02-1 研究代表者 太田 順（東京大学） 

 ラットや人の実験に基づいた、筋シナジーベースの起立姿勢制御・歩行モデルの構築を行った。ヒトの

姿勢制御の fast dynamics に対し、筋緊張制御を加えた立位維持のための姿勢制御モデルを構築した。

筋骨格モデルを用いたシミュレーションにより、当該制御モデルが床面移動などの外乱に対しても妥当

であることを確認した。更に当該制御モデルと筋骨格モデルと組み合わせた predictive simulator を構

築したことでヒトの立位姿勢における支配的パラメータを推定可能となり、slow dynamics の解析に対す

る展望となった。更に歩行に関して、感覚情報に基づく筋シナジーの反射的制御を fast dynamics、学習

的制御を slow dynamics としてモデル化した制御系を構築した。この妥当性の検証に、左右分離型トレ

ッドミル上で歩行するラットの実験系を構築し、左右のベルト速度を変化させつつ、運動学・筋活動デー

タを計測した。構築した制御系とラットの筋骨格系のモデルを統合した動力学シミュレーションを行い

計測データと比較した結果、環境変化後に左右の速度差に応じた肢間の運動の即時的な位相シフト、そ

してその後ゆっくりと元に戻る様子が双方で見られ、モデルの妥当性が示唆された。 

 

計画研究 C01-1 研究代表者 出江 紳一（東北大学） 

 視覚刺激検出反応課題で得られる身体に向けられる注意量（身体特異性注意）を脳内身体表現の間接

マーカーとして定量的に計測する方法を確立した。この手法を脳卒中片麻痺患者および四肢切断者に適

用し、身体特異性注意と運動機能、患肢使用頻度との関係を縦断的観察研究にて検討した。片麻痺者の麻

痺肢は健常者が通常身体に対して向けるような注意が低下した状態にあり、介入により運動機能が改善



するとそれに伴い麻痺肢に対する注意も向上することを明らかとした。一足下肢切断者の義足に向けら

れる注意量にも歩行習熟に伴う同様の変化を認め、これらのことから身体特異性注意が患肢を自己身体

の一部と認識するような適応的変化を反映する指標となり、予後の予測に活用できることを示した。ま

た、多種感覚統合機能（A01-1）を利用した没入型仮想空間(VR)におけるモデルベーストリハビリテーシ

ョンのための対象動作のプロトタイプを構築し、患者の身体保持感および運動主体感を効果的に誘導す

るためのパラメータを探索する実験を実施した。実際に行っている動作を計測しながら VR を用いて動作

を誇張し、HMD を用いてリアルタイムに視覚呈示することで運動出力への影響を検証するオーグメンテー

ションシステムを臨床現場に導入するための準備が完了した。 

 

計画研究 C02-1 研究代表者 芳賀 信彦（東京大学） 

 筋シナジーを計測するための機器整備を行い、さらに統合的な脳機能解析システムの構築を進めた。

先天性無痛無汗症、局所性ジストニア、パーキンソン病、脳卒中を対象とした研究環境を構築し、感覚入

力への介入として感覚モダリティ変換装具、神経介入として経頭蓋直流電気刺激や機能的電気刺激等を

使用し、効果を評価しながら改良を加えた。また、手指巧緻運動の障害を示す疾患として音楽家のジスト

ニアを対象とし、キネマティクス、筋電図、脳波、MRI などの多次元計測を行うシステムを A02-1 ととも

に確立した。先天性無痛無汗症では一部の患者で感覚モダリティ変換装具により筋シナジーが整い、歩

容が安定するとともに足圧が低下することを見出した。局所性ジストニアでは、安静時機能結合 MRI の

解析により、ピアニストの局所性ジストニアでは大脳基底核の機能結合過剰になっていること、経頭蓋

磁気刺激計測により短潜時皮質内抑制と皮質内促通の双方が興奮性上昇の方向にシフトしており、その

程度が運動タイミングの正確さと相関があることを見出した．アンブシュアジストニアのfMRI計測では、

口周囲表象に関わる体部位局在が崩れていること、運動野、大脳基底核および小脳の課題中の活動が周

波数分析によるジストニアの症状と相関することを見出した。パーキンソン病では、特徴的な「すくみ

足」に対応した筋シナジー制御の変容を通して歩行を評価できるシステムを、B03-1 との連携で確立した。

また脳波律動による brain-computer interface の成績が抗パーキンソン病薬剤の on/off の影響を受け

ることを見出した。脳卒中では、慢性期片麻痺患者に対するし感覚モダリティ変換装具の効果を C01 班

と協力して検証し、介入群で歩行中の全身角運動量の範囲が縮小するという傾向を得た。また脳卒中に

よる筋シナジー制御異常の研究のため多点電極と二相性のバースト変調矩形波とを用いる FES システム

の開発を進めた。 

以上のように、各計画研究とも当初の目標を十分に達成したといえる。計画研究によっては、研究項目

を跨ぐような当初の目標以上の成果を得たものもあった。例えば、A01 では運動記憶が前頭-頭頂ネット

ワークの活動を経て定着することを可視化し、運動制御と身体認知を繋ぐ知られざる前頭-頭頂ネットワ

ークの重要性を証明した。また、A02-1 ではヒトの大脳―小脳連関の解剖学的・機能的成熟過程の可視化

や身体認知を司る右半球下前頭-頭頂 SLFIII ネットワークの成熟過程およびこのネットワークの自己意

識への関与など運動制御と身体認知を司る脳内ネットワーク形成における slow dynamics の可視化に成

功した。  

公募班の成果も目覚ましく、臨床医療現場ですぐに応用可能なリアルタイム脳機能局在法の開発、脳

波の時系列データからの筋シナジー推定法の開発、代替感覚を利用した脳内身体表現への介入法の開発

などに成功した。公募班と計画班の連携においても多く成果が得られた。例えば、A03-6（公募研究後期）



がマカクサル脳損傷後の機能回復において「回復の谷」という slow dynamics 現象を発見、この現象を

B01-1 が数理モデル化し、回復過程のどのタイミングでリハビリテーション介入をすると「回復の谷」を

回避した効果的なリハビリテーションが可能になるかという、モデルベーストリハビリテーションの礎

を築いた。また、A02-1 がマカクサルで筋シナジー制御に関する脳内身体表現と筋活動との詳細な関係を

解明し、B02-1、B03-1（公募研究後期）が筋シナジー制御モデルおよび臨床でも簡単に使える筋シナジー

評価法を開発、C03-1（公募研究後期）で、脳卒中患者において、この評価法が、従来型の運動機能再建

リハビリ評価法（Fugl-Meyer 法）よりも優れた脳卒中リハビリマーカーとなりうることを示した。 

これら一連の成果は、国内外の多くの学会、研究会、講演会や書籍などを通して広く社会に発信されてき

た 。 

以上より、本研究領域は、当初の目標を十分に達成し、期待以上の成果を得たといえる。 

  


